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固体地球（構造・地震・火山） No.7
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問1 大陸斜面を切り込む谷状の地形であり、土砂が海水と混ざって深海へ流れる際の流路として機能する地形の名称として最も適
切なものはどれか。 （2005年　全国公立入試　類似）

1.  海底谷 2.  海溝 3.  海嶺 4.  海盆

問2 マグマから放出される火山ガスの成分に関する記述として最も適当なものはどれか。 （2011年　全国公立入試　類似）

1.  火山ガスの主成分は水蒸気であ
り、二酸化炭素や二酸化硫黄など
が続く。

2.  火山ガスの主成分は二酸化硫黄
であり、水蒸気や硫化水素などが
続く。

3.  火山ガスの主成分は二酸化炭素
であり、水蒸気や塩化水素などが
続く。

4.  火山ガスの主成分は硫化水素で
あり、二酸化炭素や水蒸気などが
続く。

問3 ある海山を構成する火成岩から得られた残留磁気の伏角が20度であった。この海山が形成された当時の緯度として、最も妥当
な推定値はどれか。 （2026年　全国公立入試　類似）

1.  約10度 2.  約20度 3.  約45度 4.  約70度

問4 地殻やリソスフェアが、それらより密度の高いマントル（アセノスフェアなど）の上に浮かんで、力学的に平衡を保っている
状態をアイソスタシーという。アイソスタシーに関する記述として最も適当なものを、次のうちから一つ選べ。 （2017年　全国公立入

試　類似）

1.  地殻の密度は、その下にあるマ
ントルの密度よりも常に小さい。

2.  地殻の密度は、その下にあるマ
ントルの密度よりも常に大きい。

3.  氷山が海水に浮かぶ現象は、ア
イソスタシーの原理とは異なる力
学的仕組みに基づいている。

4.  山脈のように地表の標高が高い
地域では、地殻の厚さは周囲の平
野部よりも薄くなっている。

問5 日本列島周辺において、深発地震の震源が面状に分布する和達・ベニオフ帯が形成される主な要因として最も適切なものはど
れか。 （2018年　全国公立入試　類似）

1.  海洋プレートが大陸プレートの
下に沈み込んでいるため

2.  大陸プレート同士が衝突して隆
起しているため

3.  プレート境界でマグマが上昇し
地殻が破壊されるため

4.  地球内部の熱対流により地殻が
水平方向に移動するため

問6 海溝沿いの巨大地震と津波の発生に関する記述として、誤っているものはどれか。 （2021年　全国公立入試　類似）

1.  マグニチュードは地震そのもの
の規模を表す指標であり、震度と
は異なる。

2.  緊急地震速報は、主にP波を検
知してS波の到達を予測する仕組
みである。

3.  津波の高さは、震源の深さや海
底の地殻変動の規模に大きく依存
する。

4.  地盤の性質に関わらず、震源か
らの距離が同じであれば震度は常
に一定である。

問7 プレート境界地震に関する記述として、誤っているものはどれか。 （2008年　全国公立入試　類似）

1.  プレート境界地震は、日本列島
周辺だけでなく、世界各地のプレ
ート沈み込み帯で発生する。

2.  プレート境界地震の発生は、マ
グマの発生による火山形成と直接
的な因果関係がある。

3.  プレート境界地震では、大陸プ
レートが跳ね上がることで大規模
な地殻変動が生じることがある。

4.  プレート境界地震は、海洋プレ
ートが大陸プレートの下に沈み込
む境界部で発生する。

問8 火山Aが噴火し、火山Aから南東方向に100km離れたB市に火山灰が到達すると予測されている。このとき、火山灰を運ぶ風向
として最も適切なものはどれか。 （2020年　全国公立入試　類似）

1.  北西の風 2.  南東の風 3.  北東の風 4.  南西の風

問9 地震波トモグラフィーによって可視化される地球内部の構造に関する記述として、最も適当なものはどれか。 （2020年　全国公立入試　

類似）

1.  日本列島下の太平洋プレート
は、周囲より高温であるため地震
波速度が遅い領域として観測され
る。

2.  南太平洋やアフリカ大陸の下に
存在する地震波速度の遅い領域
は、高温の上昇流であるスーパー
プルームに対応する。

3.  マントル対流において、地震波
速度が速い領域は、高温で密度が
低く上昇しているプルームを示し
ている。

4.  地震波トモグラフィーは、地球
内部の温度構造ではなく、主に地
殻の化学組成の違いのみを可視化
する手法である。
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答え合わせ・解説 No.7

問1 答え 1
海底谷

海底谷は大陸斜面に見られる谷状の地形です。大陸棚から供給された土砂が海水と混ざり合い、高
密度の流れである混濁流となって深海へ運ばれる際の通り道となります。海溝はプレートの沈み込
みによって形成される細長い凹地であり、海嶺はプレートの発散境界に形成される山脈、海盆は深
海底の平坦な地形を指すため、本設問の定義とは異なります。

問2 答え 1
火山ガスの主成分は水蒸気であり、二酸
化炭素や二酸化硫黄などが続く。

火山ガスはマグマの減圧に伴って溶け込んでいた揮発性成分が分離したものであり、その組成の大
部分は水蒸気（H2O）が占める。次いで二酸化炭素（CO2）、二酸化硫黄（SO2）などが含まれ
る。硫化水素（H2S）や塩化水素（HCl）も含まれるが、これらは主成分ではない。火山活動に伴
う現象として水蒸気爆発や土石流、山体崩壊などが挙げられるが、これらは火山ガスの組成とは区
別して理解する必要がある。

問3 答え 1
約10度

地磁気の伏角Iと緯度φの関係は、tan(I) = 2tan(φ) という式で近似的に表される。伏角Iが20度の
とき、tan(20度)は約0.364である。これより2tan(φ) = 0.364、すなわちtan(φ) = 0.182とな
る。この値から逆正接を求めると、緯度φは約10.3度となる。したがって、選択肢の中では約10度
が最も妥当である。

問4 答え 1
地殻の密度は、その下にあるマントルの
密度よりも常に小さい。

アイソスタシーは、密度の小さい地殻やリソスフェアが、より密度の大きいマントルの上に浮かん
で平衡を保つ現象であり、アルキメデスの原理に基づいている。大陸地殻の密度は約2.7 g/cm3、
海洋地殻の密度は約3.0 g/cm3であり、いずれもその下にある上部マントルの密度（約3.3
g/cm3）より小さい。また、標高が高い山脈地域では、浮力を得るために地殻がマントル深くまで
厚く突き出ている。

問5 答え 1
海洋プレートが大陸プレートの下に沈み
込んでいるため

和達・ベニオフ帯は、海洋プレートが大陸プレートの下へ沈み込む際に、沈み込んだプレート内部
で発生する地震の震源が連なることで形成される。日本列島は複数のプレートが接する境界域にあ
り、太平洋プレートやフィリピン海プレートが沈み込むことで、深さ数百kmに達する明瞭な地震面
が観測される。

問6 答え 4
地盤の性質に関わらず、震源からの距離
が同じであれば震度は常に一定である。

地震の揺れの強さである震度は、震源からの距離だけでなく、地盤の硬軟や構造によって大きく異
なります。軟弱な地盤では揺れが増幅されやすく、震源からの距離が同じでも地点によって震度が
異なることは一般的です。他の選択肢は地震学の基本的事項として正しい記述です。

問7 答え 2
プレート境界地震の発生は、マグマの発
生による火山形成と直接的な因果関係が
ある。

プレート境界地震はプレート同士の力学的破壊現象であり、火山形成（マグマの発生）とは異なる
プロセスです。火山は沈み込んだプレートから放出された水がマントルを溶かすことで形成されま
すが、地震の直接的な原因はプレート間の歪みの解放です。また、この現象は日本特有のものでは
なく、世界中の沈み込み帯で発生します。

問8 答え 1
北西の風

火山灰は風によって運ばれるため、火山から見て風下側に降灰域が広がります。B市が火山Aの南東
にあるということは、火山灰が南東方向に移動していることを意味します。したがって、風は北西
から南東に向かって吹いていることになり、これは北西の風と呼びます。風向は風が吹いてくる方
向を指すため、この判断が重要です。

問9 答え 2
南太平洋やアフリカ大陸の下に存在する
地震波速度の遅い領域は、高温の上昇流
であるスーパープルームに対応する。

地震波トモグラフィーは、地震波の伝播速度の不均質性から内部構造を推定する手法である。一般
に、温度が低い物質は密度が高く地震波速度が速くなり、温度が高い物質は密度が低く地震波速度
が遅くなる。日本列島下に沈み込む太平洋プレートは低温の下降流であり、速度が速い領域として
観測される。一方、南太平洋やアフリカ大陸下の速度が遅い領域は、高温の上昇流であるスーパー
プルームに対応している。


